
【平成二十年第一回市議会臨時会提案理由説明】（２月５日（火））　　　　　　　　
　本日、ここに、平成二十年第一回市議会臨時会が開会されるにあたり、最近の市政の状況と提案いたしました諸議案につきまして、ご説明申し上げます。

白山市は、平成十七年二月に、霊峰白山の恩恵を受ける八市町村の合併により、誕生して以来、今月一日に三周年を迎えたところであります。
本市は、「自然との共生、交流・連携による一体感の醸成、魅力と活力あるまちづくり」を基本とする総合計画をはじめ、市民生活に直結する様々な計画を整備するとともに、徹底した行財政改革と将来を見据えた中期財政計画のもと、積極的に事務・事業を実施し、市民と行政の協働による夢と希望のある将来を展望した、まちづくりを進めております。
特に、これからのまちづくりは、様々な形での連携や協働が重要であることから、四年目の市政運営にあたっては、地域に息づく多様な資源や人材などを活かすなかで、住みやすいまちづくりを進め、さらなる活力と魅力ある白山市を目指すものであります。
さて、今月一日より四日間にわたり開催されました「第四十五回全国中学校スキー大会」についてであります。

「白山に舞う　輝く雪と努力の結晶」をスローガンに、白山白峰温泉スキー場をはじめとした三会場において実施されました全国中学校スキー大会は、四十一都道府県の選手団、役員など約二千五百人の参加のもと、市民をはじめ多くの方々の応援のなか、天候にも恵まれ、クロスカントリー、スラローム、ジャンプなど七種目での熱戦が繰り広げられたところであります。

本市からは、石川県大会を勝ち抜いた四十七名の精鋭が県選手団の一員として参加し、個人四種目、団体二種目においてそれぞれ入賞するなど、特に、本市選手の目覚しい活躍があったものであります。

大会に参加された選手は、日ごろの練習の成果を充分に発揮され、この大会を通して、全国の中学生との交流の輪を広げ、友情を深められたものと思います。
このように、大会が成功裏に終えましたことは、日本中学校体育連盟をはじめ、運営にご尽力をいただきました関係各位、山ろく地域を中心とした市民の皆様のご努力とご協力の賜と、心から感謝申し上げる次第であります。
次に、今月二日に開催されました「白山市防災講演会」についてであります。

市民交流センターにおいて開催されました防災講演会には、議員各位をはじめ、町内会や防災関係者など約四百人の参加をいただき、盛会に行われたものであります。
この講演会では、能登半島地震において、率先して住民の避難誘導をされ、今もなお災害復旧にあたっておられます輪島市役所の嘉地総務課長さんより、貴重な体験談を交えながら、「地域防災における町内会・住民の役割」と題して、ご講演をいただいたものであります。
今回の講演では、改めて、地震による自然災害の恐ろしさと、日ごろの備えの大切さを痛感するとともに、行政や消防などの防災体制の充実による避難誘導、救助、災害復旧、避難所の対応など、いわゆる「公助」だけではなく、住民に最も身近な組織である町内会を中心とした地域における「自助」・「共助」の実践が、災害時における被害を最小限に食い止める重要なものであると再認識したところであります。
　それでは、提出いたしました諸議案について、ご説明申し上げます。
　提出議案は、補正予算案一件、事件処分案一件となっております。

　
はじめに、議案第一号の平成十九年度補正予算についてであります。

　一般会計において、総額六千六百二十五万五千円を増額補正するものであります。

　その内容としては、原油価格高騰に伴う生活弱者などへの支援を行うための緊急対策費として一千八百九十万四千円を、
生活保護電算処理改修費として一千六百三十五万一千円を、

市道田中福正寺線道路整備事業費として三千百万円を、
それぞれ計上するものであります。

　その財源として、市税、国県支出金、市債を充て、収支の均衡を図った結果、一般会計予算総額は、四百九十億三千三百十二万八千円となったものであります。

　
次に、議案第二号の財産の取得についてであります。

更なる産業基盤の拡充を図るため、整備を進めております新北部工業団地の建設用地の取得につきましては、地元関係者との協議が整ったことから、条例の規定により、議会の議決を求めるものであります。
以上をもちまして、今臨時会に提出いたしました議案の説明を終わりますが、何卒慎重にご審議の上、適切なるご決議を賜りますようお願いいたします。
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